
11
月
24
日
（
火
）
、
狭

山
入
間
地
区
遊
技
業
組
合

と
狭
山
警
察
署
が
「
大
規

模
災
害
発
生
時
に
お
け
る

救
援
部
隊
の
駐
車
場
確
保

に
関
す
る
協
定
」
を
結
び

ま
し
た
。

こ
れ
は
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
様
な
大
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、
早
期
に
警

察
な
ど
の
救
援
部
隊
を
投

入
し
被
災
者
の
救
援
、
救

助
活
動
が
行
え
る
よ
う
そ

の
活
動
拠
点
や
駐
車
場
と

し
て
同
組
合
店
舗
駐
車
場

の
開
放
要
請
を
行
う
と
い

う
も
の
で
す
。

協
定
締
結
式
で
は
、
署

員
か
ら
の
趣
旨
説
明
の
後
、

鷲
平
狭
山
警
察
署
長
と
狭

山
入
間
地
区
遊
技
業
組
合

中
島
組
合
長
が
協
定
書
へ

の
調
印
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
鷲
平
署
長
が

「
阪
神
淡
路
大
震
災
の
教

訓
を
生
か
し
今
回
の
協
定

を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
協
定
が
使
わ
れ

な
い
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま

す
が
、
使
わ
れ
る
際
に
は

ガ
ッ
チ
リ
使
い
、
怪
我
人

を
救
い
、
命
を
救
う
と
い

う
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

続
い
て
、
中
島
組
合
長
が

「
我
々
遊
技
業
組
合
は
、

か
ね
て
よ
り
社
会
貢
献
活

動
を
積
極
的
に
行
っ
て
き

て
い
ま
す
。
今
回
の
様
な

大
規
模
災
害
発
生
時
に
お

け
る
救
援
部
隊
の
駐
車
場

確
保
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
我
々
以
外
の
遊
技
業

組
合
も
積
極
的
に
参
加
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」
と
話
し
ま
し
た
。

今
回
の
協
定
に
よ
り
大

規
模
災
害
発
生
時
に
は
、

同
組
合
傘
下
の
遊
技
場
に

あ
る
お
よ
そ
５
０
０
０
台

分
の
駐
車
場
が
使
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

関
係
者
は
「
今
後
は
狭

山
警
察
署
管
内
だ
け
で
な

く
、
埼
玉
県
全
域
で
こ
の

よ
う
な
協
定
が
結
ば
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

11
月
26
日
（
木
）
、
狭

山
市
役
所
で
「
平
成
21
年

度

冬
の
交
通
事
故
防
止

運
動
出
陣
式
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

年
末
の
交
通
量
の
増
加

に
よ
り
事
故
の
多
発
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し

い
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、

交
通
事
故
の
徹
底
を
図
る

事
を
目
的
と
し
、
埼
玉
県

内
で
11
月
26
日
か
ら
12
月

14
日
ま
で
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

県
下
統
一
の
重
点
目
標

は
、
「
飲
酒
運
転
の
撲
滅
」

「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
」
「
早
め
の
ラ
イ
ト
点

灯
と
安
全
車
間
距
離
の
保

持
」
。

ま
た
、
狭
山
市
の
実
情
に

あ
っ
た
重
点
目
標
と
し
て

「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止
」
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

今
回
の
出
陣
式
で
は
、

一
日
署
長
に
よ
る
交
通
安

全
宣
言
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

こ
れ
は
、
同
警
察
署
管
轄

内
の
交
通
死
亡
事
故
の
う

ち
、
高
齢
者
に
よ
る
交
通

事
故
が
多
発
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
市
内
在
住
の
小

谷
野
朝
男
さ
ん
に
、
一
日

署
長
を
委
嘱
。
高
齢
者
は

も
と
よ
り
、
市
民
一
人
ひ

と
り
に
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー

の
実
践
を
習
慣
つ
け
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
街
頭
広
報
の
日

と
し
て
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や

啓
発
品
の
配
布
を
行
な
い

ま
し
た
。

こ
の
日
は
狭
山
地
方
交

通
安
全
協
会
を
は
じ
め
と

し
た
市
内
の
交
通
関
係
団

体
や
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
お
よ

そ
80
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

11
月
17
日
（
火
）
、
狭

山
市
消
防
本
部
訓
練
場
で

「
三
市
消
防
合
同
訓
練
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
狭
山
市
、

入
間
市
、
所
沢
市
に
よ
り

締
結
さ
れ
た
「
三
市
消
防

相
互
応
援
協
定
」
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

三
市
の
消
防
の
連
携
強
化
、

効
果
的
な
部
隊
運
用
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。

同
協
定
の
主
な
内
容
は

応
援
区
域
の
拡
大
、
初
動

体
制
の
強
化
、
救
急
応
援

の
明
確
化
で
、
火
災
や
災

害
、
救
急
な
ど
を
相
互
に

応
援
す
る
体
制
を
つ
く
り
、

被
害
を
軽
減
す
る
た
め
平

成
18
年
に
協
定
が
結
ば
れ

ま
し
た
。

こ
の
日
の
訓
練
は
木
造

２
階
建
て
住
宅
火
災
に
お

い
て
、
逃
げ
遅
れ
者
が
い

る
と
い
う
想
定
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

出
場
隊
と
し
て
指
揮
隊
、

消
防
隊
、
救
急
隊
が
あ
り
、

三
市
そ
れ
ぞ
れ
の
出
場
隊

を
混
成
し
た
一
つ
の
部
隊

で
訓
練
を
行
う
と
い
う
も

の
で
、
三
市
が
全
て
の
隊

で
の
訓
練
を
行
え
る
よ
う
、

同
様
の
訓
練
が
３
回
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
、
三
市
の
消
防
長

を
確
認
者
と
し
現
場
指
揮

本
部
の
運
営
、
災
害
や
部

隊
管
理
に
必
要
な
情
報
の

収
集
と
分
析
、
住
民
に
対

す
る
広
報
活
動
な
ど
、
指

揮
隊
の
基
本
的
活
動
に
主

眼
が
置
か
れ
ま
し
た
。

訓
練
後
、
狭
山
市
安
永

消
防
長
が
「
今
回
の
訓
練

で
は
的
確
な
指
揮
活
動
の

も
と
、
各
隊
の
連
携
が
図

れ
て
お
り
概
ね
良
好
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

本
日
の
訓
練
の
成
果
や

反
省
す
る
と
こ
ろ
を
今
後

に
生
か
し
な
が
ら
万
全
の

態
勢
で
、
対
応
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
講
評
し
ま
し
た
。

三
市
消
防
合
同
訓
練
は

昨
年
の
所
沢
で
の
実
施
に

続
き
、
今
回
２
回
目
が
狭

山
で
の
実
施
と
な
り
、
三

市
の
消
防
本
部
か
ら
38
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
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大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
救
援
部
隊
の

駐
車
場
確
保
に
関
す
る
協
定

11
月
22
日
（
日
）
、
狭
山
市
民

総
合
体
育
館
で
「
第
36
回
狭
山
市

民
柔
道
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。狭

山
市
柔
道
連
盟
の
主
催
で
毎

年
行
な
わ
れ
て
お
り
、
市
内
在
住
、

在
学
、
在
勤
者
を
参
加
対
象
と
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
幼
稚
園
児
か

ら
一
般
参
加
の
大
人
ま
で
１
３
７

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
狭
山

市
柔
道
連
盟
石
川
会
長

が
挨
拶
に
立
ち
、
「
今

日
は
日
ご
ろ
道
場
で
鍛

え
た
技
を
十
分
に
出
し

て
い
た
だ
き
、
立
派
な

試
合
が
展
開
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
会
名
誉
会

長
で
も
あ
る
仲
川
狭
山

市
長
や
多
く
の
来
賓
が

挨
拶
し
、
激
励
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
式
の
最
後
に
、
講
道
館
の
大
塚

俊
彦
6
段
と
平
岩
栄
一
５
段
に
よ
る
形
の

演
舞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
小
学
生
各
学
年
の
部
・
中
学
生

男
子
各
学
年
の
部
・
中
学
生
女
子
の
部
、

高
校
生
と
一
般
参
加
者
を
含
む
高
校
／
一

般
の
部
に
分
け
ら
れ
、
各
部
門
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
狭
山
市
の

友
好
交
流
都
市
で
あ
る
、
新
潟
県
津
南
町

か
ら
は
22
人
の
選
手
が

参
加
、
津
南
町
の
選
手

が
同
大
会
に
出
場
す
る

の
は
今
年
で
９
年
目
に

な
り
、
柔
道
を
通
じ
て
、

選
手
間
と
地
域
間
の
交

流
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

応
援
に
訪
れ
た
保
護

者
た
ち
は
熱
の
こ
も
っ

た
声
援
を
送
り
、
会
場

内
は
歓
声
と
熱
気
で
盛

り
上
が
り
を
み
せ
て
い

ま
し
た
。

第 ３６回狭 山市 民柔 道大 会

11
月
21
日
（
土
）
、

狭
山
市
市
民
会
館
で
、
狭

山
市
市
民
劇
団
ス
テ
ッ
プ

第
14
回
公
演
「
未
来
泥
棒
」

が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

狭
山
市
民
劇
団
ス
テ
ッ

プ
は
、
平
成
７
年
に
設
立
、

狭
山
市
を
拠
点
に
活
動
し

て
い
る
劇
団
で
、
現
在
、

狭
山
市
近
隣
に
住
む
18
歳

以
上
の
団
員
18
名
が
在
籍

し
て
い
ま
す
。

公
演
は
１
年
に
１
回
程

の
ペ
ー
ス
で
実
施
さ
れ
て

お
り
、
今
回
上
演
さ
れ
た

「
未
来
泥
棒
」
は
、
劇
団

初
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
脚
本
で

す
。

あ
る
日
突
然
売
れ
な
い
劇

団
員
に
、
「
あ
な
た
の
未

来
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と

い
う
カ
ー
ド
が
届
く
事
か

ら
始
ま
る
ミ
ス
テ
リ
ー
で
、

何
気
な
く
過
ご
し
て
い
た

時
間
の
大
切
さ
や
、
人
と

の
係
わ
り
に
気
づ
く
と
い

う
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。

来
場
者
は
、
テ
ン
ポ
の

よ
い
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
と
、

団
員
の
迫
真
の
演
技
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
２
日
間
で
２
公

演
を
行
い
、
お
よ
そ
３
５

０
人
が
会
場
を
訪
れ
ま
し

た
。

狭
山
市
市
民
劇
団
ス
テ
ッ
プ

第
14
回
公
演
「
未
来
泥
棒
」

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動
出
陣
式

三
市
消
防
合
同
訓
練
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